
コ□ナ自然通気形開放式石油ストーブ 


取扱説明書 


正しく使って上手に節約 



SX-E270WY 


枝驛节诵 gr り— 


このたびは、コ□ナ S ミをス I -ーブをお 
貫いあげいただき、まことにありがと 
ラございました。 

正しくお使いいただくために、この取 
扱説明書をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いにな 
るちびいつでち見られる巧に「保証書」 
と共に大切に保管しでください。 


燃料は'必す良質のか;由け i かぶ)を 
使用しで<ださい。， 


A 危険 

(§) 

KEROSENE ONLY 


使用燃料：'な油 


A 警告 



巧るとま消义 
給油時消义 

叫 A ま点 

変巧した持ち越しな巧 
使用厳禁 
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巧;を池方リノし 熬覃池（単二お) 4個をお買い求めください。 
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I 特に注意しでいただぎたいこと、ま全のために必ずお守 0 ください 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への 
危害や財産への損害を末然に防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意味は次の 
よラになっでいます。巧容をよく理解しでから本文をお読みください。_ 

A この表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人び死こまたは重傷を負ラ危険が差し迫って生じる 

^ク夕5ことび想定される内容を示しでいます。___ 

?と t この表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人び死 t ： または重傷を負ラ可能性び想定される巧容 

_ i a — を示しでいます。___ 

A を£胃この表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ危険び想定される内容および物的損 

/♦ \ /!じぶ S み害のみの発をび想定される內容を示しでいます。 


A 


絵表示の例 


A 

(§) 

〇 


么記号はミ主意を促す巧客びあることを告げるちのです。 

図の中に具体的なを意の容（么の場合は一般のなミ主意、么の場含は感電を意）び描 
かれでいます。 

〇記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の巧や近傍に具体的な禁止内容 （ 左図の場さはガソリン禁止）び描かれでいます。 

〇記号は巧為を強制したり指示する内容をちげるちのです。 

図の中に具体的な指示の客 （ 左図の場含は一般的な行為の指示）び描かれでいます。 


A 筒埃 


•ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶巧に使用しないでくださし、。 
乂災の原因になります。 


(§) 


A 警告 1 

•スプレー吿厳禁 

スプレー生をストーブの上や前に放置しないでください。 ^ 

熱でスプレー定の圧力び上がり、爆発し、危険です。 ^ 

3 

?0 

•カーテン、可燃物近接厳禁 

カーテンや燃えやすいちののそばなどでは使用しないでください。 ^ 

乂災の原因になります。 S 

^0 

•換気必要 

換気せすに使用しつづけないでください。 

酸素が'不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などが'発生しで巧毒にな 
るおそれびあります。 a 

使用中は必す1時間に1〜2回 （1 〜2分）換気しで、新鮮な空気を補 
給しでください。 ^ 

窓の凍結、地下室など換気が'十分に巧えない場所では、使用しないでください。 




•巧類の乾燥厳禁 = 

巧類などの乾燥には使用しないでください。 

巧類が'落下しで乂が'つき、乂災の原因になります。 

00 

参やかんのせ禁止 

やかんやなべなどをのせないでください。 /CN 
振動や接触によつでやかんやなべなどの熱煮びこぼれ、やけどのおそれびあります。 V V 
また、なべの煮こぼれによつでス1-ーブ巧部の部品び損傷するおそれびあります 




















































1 .特にま應しでいただぎたいこと、安をのために必ずお守りください 


A 警告 


寝るときや外出するときは、必す消乂しでください。 

また、人目の届かないところでは、使用しないでください。 

不完全燃焼や異常燃焼-乂災のおそれが'あります。 

消乂の際は、必ずしん調節つまみが'消乂位置にちどり、乂が'消えたことを 


確かめでください。 ^ 


•給油時消乂 

給ミ由は、必す消乂しでから巧ってください。 乃!^ 

乂災の原因になります。 

こぼれたなミをは、よくふきとっでください。 


•油漏れ危険 

給油□は確実に閱めでください。 

給油□を下にしで、油漏れが'ないことを確かめでください。 

給油□が'確実に閱まっでいないと簡単にひらいで、乂災の原因になります。 

So 




ストーブを使用しでいる部屋で、巧燃性ガスび発生するちの（ベンジン、シンナー、 
ガソリン）、スプレーを使用しないでください。 

乂災や放障の原因になります。 


A ミホ音 … j し U 


•居室内給油禁止 

給油は、必す火の気のないところで巧っでください。乂災のおそれが'あります。 

0 

•燃焼中移動禁止 

乂のついたまま持ち運ばないでください。 

やけどのおそれびあります。また、歷倒すると乂災の原因になります。 4 

陰の 

♦異ち! 時伊用 社 FiJ- 厂 

におい、すすの発生、炎の色など異篱燃焼を起こしたときは使用しないで ( 

ください。 、 

緊急の場含でちあわですにしんを下げで消义しでください。 （9 ぺ-ジ参照） < 

鐘〇 

•ほこりの除去 

ほこりを、ときどき除去しでください。 

ごみ、ほこりなどが'つまると、異常燃焼のおそれが'あります。 

〇 

•変質な油禁止 

変質な油、ちれた油、水の混じっているな油などを使用しないでください。 

異常燃焼やしんび下がらなくなるおそれがあります。 

•高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、高温部(図のア S 部分）に手などふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 h 

小さいおろ様やからだの不自をなちのいるご家庭では、特にミ主意しでください。^ 

0 

•直接長時間あた！ 5 ない 



ストーブに直接長時間あたらないでください。低温やけどや脱水症がになるおそれびあります。 /〇 
お寺様、おを寄り、病気のち、皮ふの弱いちなどびお使いになる場合は、ストーブの取り扱い、 

部屋の換気、やけど、低溫やけどや脱水をがなどについで周固の人が十分ま意しでください。 
































1 •巧にま意しでいただぎたいこと、まをのために必ずお守りください 


A 注意 

•燃焼筒のガラスが割れたままの使用禁止 

燃焼筒のガラスび欠けたり、割れで破損したままのが態では、絶巧に使用しないでく 
ださい。異常燃焼したり、すすが'発生するおそれがあります。 

0 

•高電圧に注意 

点乂時(通電時）に、点义プラグからは高電圧び発生します。 

点乂プラグに不用意に触れないでください。感電するおそれびあります。 

特に小さいおろ様にごま意ください。 

A 

•純正部品の使用 

しんなどの部品は、必すを屯正部品（指定された部品）を使用しでください。 

ず想しない事故び発生するおそれびあります。 

〇 

•分解修理-改造の禁止 

故障、破損したら、使用しないでください。不完全な修理や改造は、危険です。 
お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 

(D 

•保管時にしていただくこと 

長期間使用しないとき又は保管するときは、必す灯ミをを抜いで(乾電池を取り外しで） 
ください。 

傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。乂災のおそれが'あります。 

〇 

•次の場所では使用しない 广 

乂災やず想しない事故の原因になります。 (V N 

•水平でない場所、不安定な場所 •温室、飼育室など人のいない場所 vy 

•風のあたる場所、部屋の出入口 •理•美容室、クリーニンク'店などスプレーや 

• ほこりや湿気の多い場所 化等薬品を使ラ場所 

• 不安定な物をのせた棚などの下 •マントルピースなどストーブび圓われる場所 

• 巧燃性ガスの発をする場所又はたまる場所 • 直射日光があたる揚所 

•掃除機の排気に注意 

燃焼中に掃除機の排気などをあでないでください。 

風びあたるとホ乂び化たり、異常燃焼の原因になり危膜です。 

"0 


•可燃物との距離を離ず 

燃えやすいちのや障害物とは、必すち図に示ず距離をとって 
設置しでください。 

乂災のおそれが'あります。 


•正常燃焼の確認 

正常に燃焼しでいることを確認しでください。 

しんび上びりす ぎたり、燃焼筒びすれでいたりすると異常燃焼し危険です。 

•曰常のお手入れ時の注意 

曰常の点検*手入れは必す巧ってください。 

点検-手入れは、ストーフカ、'冷えでから巧っでください。 （10. 11ぺ—ジ参照） 
やけどのおそれがあります。 



•廃棄ずるときの注意 

ストーブを廃棄処分するときは、必す給油タンク.固定タンク内のなミ由を抜き取って 

ください。川ぺ-ジ参照） WW 

な油が'入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思わめ事故になるおそれが'あります。 









































































因効果的に使用ずるために 



•外気に接する窓側などに置くと、を気か'ストーブで暖められ、上昇な流するので 
効果的です。 

•カーテンなど巧燃物との距離は十おとってください。 

参扇風機やサーキュレーターなどで室巧の空気を巧流させると、より効果的な暖房 
びできます。 

•ス|-ーブに直接、風びあたらないよラ注意しでください。 


因各部の名称 



覃池ケース 
巧源 U — ド線 
コネクタ 
固定タンク 


構造 





油受けざら 
ふりこ 
給油サインを具 


巧 巧 g 動消乂装置 
7イク□スイッチ 

X 単二お乾電池(別売) 4個を使用します。 



-ガラスが筒 


—が筒べース 
-燃焼筒つまみ 


燃焼筒 












































































































D 使用前の準備 


開こんと部品の它 



次の順唐で準備してください。 

7 包装箱からスト-ブを出す 



燃焼筒押之 


S 燃焼筒を它ツトする 


•包装箱からストーブを取り出しでください。 

♦乃ードをとめでいるテープをはすしで、ガードを開いでください。 
•燃焼筒巧えをはすしでください。 

•タンク室ふたを開いで、タンク巧えをはすしでください。 

•包装箱、タンク巧え、燃焼筒巧えはストーブの保管に必要です。 

また、取扱説明塞ち忘れすに保管しでください。 

•燃焼筒をじツトしたら、ガードをちとどおりに取りがけでくださ 
い。 

•燃焼筒つまみを左ちに動かしで、 

ることを確認しでください。 


しん案内筒に正しく据わつでい 


f 左ちに動かす 


3 


も:) 一 ® P 1© 


•乾電池は別売です。 

•同じ種類の新しい単二形乾電池を4個用意しでください。 

種類の異なる乾電池、または新しい乾電池とちい乾電池を組み含 
わせで使巧しますと、液漏れや破裂のおそれびあります。 
•シーズン始めにすベで新しい乾電池に交換しでください。消耗し 
た乾電池を使用すると、点乂しにくい場含が'あります。 

♦後側にある電池ケースに、乾電池を電池ケースの絵のち向に含わ 
せで正しくじツトしでください。 



燃料は必ずな油 （ J に1岩な油）を使用しでください。 

• I 么危険]巧ソリンなどの揮発性の高い油は絶対に使历しないでく 
ださい。 

乂災の原因になります。 


• I 么ま意]変質な油、不純な油、ちれた油、かの混じっているな汹 
などは絶巧に使用しないでください。 

•添舶剤や助燃剤などは使用しないでください。 

•な油は必す乂気 • 雨水-ごみ-高温および直射曰光をさけた場所に 
保管しでください。 

■変質な巧-不純な巧とは . 


な油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、急をふきかけます。 
(乂の気のない所で巧つでください。） 



昨シーズンより持ち越しの 
な油 


)( f 0 


容器のふたび開けであった 
り、乳白色のポリ容器で保 
管したな油 


(長期間") / 

、、、ぶ’ 


(f & 


長期間曰光にあたる巧や温 
度の高い巧に保管したなミ由 

獲 


水-ごみやな油似外のミをび 
ほんのねすかでち混入した 
なミを m 

: J 


1 0 

f 水•ごみ•ガソリン • ■'油- 
機械ミを-てんぷら巧… 

- J 


•極度に変質したちのは、黄色味びかったり、すっぱい臭いびします。 
•必すな油用のポリタンクをお使いください。 

•な油はシーズン中に使いきりましよラ。 



















































































4 •使厢前の華備 


•市販の給ミをポンプなどを使用しで、油量計を見なが'ら給油しでく 
ださい。 

•油量計の半分くらいまで黒色に変わったら、給';由をやめでください。 



3 給油□を閉める 


強く巧す 



ロックの巧田 



給油□を閉めたあと、先端を 
指で持ち上げ、開かないこと 
を確かめでください。 


警告]給油□は、確実に「パチン」と音びするまで図の位置 
を強く巧しでください。 

給油□を下にしで、油漏れが'ないことを確かめでから、給油タン 
クをタンク室に正しくたットしでください。 


AWa 給巧□び確実に閱まつでいないと簡単に開いで、义災の原 


因になります。 

>こぼれたな油はよくふきとつでくださし、。 


■給油の手順と注意 

7識装 Sfnau 


参タンク室ふたを開いで給油タンクを取り出し、才ープンつまみを 
強く引いで、給油□を開いでください。 


■変質な油や不純の油を使用すると… 

•ミをの程度にちよりますが、1曰〜30曰のご使巧で、しんの先端（図 1) 1 

又は第1糸と第2糸の間個 2) にカーボンや夕ールび巧•着し、その部 ； 

おか力、たくなると同時に厚くなっで、スピード消义ボタンを巧したり、 I 

巧震自動消乂装置び作動しでち、しんび下がらす消义しないことびあ i 

ります。 （图 1) 

•巧熱ムラび出たり、燃焼筒び暗くなり、激しいにおいびしたり、異常燃焼したりします。 
•給なタンクにな;'巧び残っでいでち乂力びルさくなったり、しんび下びらなくなったりします 
• 点乂しでから完を燃焼まで時間か‘かかります。 

•給油タンクや固定タンクが腐食する原因になります。 

■万一変質な油や不純の油を使巧したときは、 

•給ミを-固定タンクののな;'をを巧き、きれいな灯油で2〜3回洗ってから使巧しでください。 

(悪いミをび残っでいると再発します） （1 1ページ参照） 

• しんの寺入れをしでください。 （1 1‘12ページ参照） 

• しんのま入れをしでち効果のないときはしんを交換しでください。 

しんの交換はお買いずめの販売店又は、コ□ナお客様ごホ目談窓□にご連絡ください。 


t 一かたい 

旷 かたぃ 

rn I li 第2糸 


個 2) 


破 M •変質の油、不純な油か‘原因で修理を依頼されたとさは、保証期間中でち保証の巧象外となります。 
•変質な;巧の処理でお困りの場含は、巧油をお買いずめの販売店にご相談ください。 



警告]給油は必す消乂しでから乂の気のないところで巧ってください。 


• 給油□に力を加えで変おさせたり衝擊などを 
受けで変形しますと、油漏れや給油□び完全 
【こ閉まらない原因になりますので変おさせな 
いで < ださい。 


でを加无る 



•燃焼中は絶な【こ給油タンクを取り出さないでください。 

•給ミをタンクは、ぶつけたり落としたりしないよラ、でいねい(こ取り扱っ 
でください。 







































> ご使用中、給油タンク巧の! CT 油力 《 少なくなると「給ミをサイン」で給油の予告をします。 

「給ミをサイン」の「給油」び出できたら、給ミをしでください。約1〜2時間で給油タンクののな油びなくなります。 


点义前の準備とお誠 


化平な場所に設置 



〇 X 

給巧タンクの它ット 



• 給油タンク 


燃焼筒の据わり巧認 



をちに動かす 


巧震 S 動消义装置のたット 



•ス I -ーブは、水平で安定のよい床の上に設置しでください。 

•傾斜した場所や振動の激しい場所で使巧すると、異常燃焼や巧袋白動消 
义装霞の誤作動の原因になります。 


♦給ミ由タンクを正しく静かに入れでください。 


•燃焼筒のつまみを持つで左ち(こ2〜3回動かしで、しん案内筒に 
正しく据わつでいるかを確かめでください。 


•しん調節つまみをち(燃焼)ちち)にゆっくり止まるまでまわすこと 
により自動的にじットされます。 

• しん調節つまみをまねすとき「カチカチ」と含びしで重いのは、巧霞自 
動消义装覆び自動の【こたットされでいるためです。 

•一度たツトされますと、しん調節は程く、音ちなくなります。 


4.使用前の準備 

■給巧するときのめやす（給油サインで確認しでくださし、。) 

[な油び多いとき] if [な油び少ないとき] 



ピンク色 




キャビネット 

と同色 
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IS 使用方法 



■電池点义のしかた 


7 纖 I 巧み I まねし' 



•しん調節つまみをち（燃焼）ち向にゆっくり止まるまでまわし、 
しんをいっぱいに上げでください。 

(しん調節つまみの突起び真上「点乂位置」になります。） 

•点乂ボタンを程く押しでください。 

ピーといラ放電音か'しで点乂します。 

•点乂を確認したら、点乂ボタンから静かに指をはなしでくださし、。 
•点乂をいつまでを放覃を続けると、電池の消耗力《早くなります。 

•点乂ブラグ（電極）がおから白煙び上びるだけで点乂しない場合は、 
しんをねすかに下げで点乂ボタンを巧すと点乂しやすくなります。 


を 燃焼筒のおわ〇巧認 


J ~ r 



左ろに動かす 


•燃焼筒のつまみを持っで、ちちに 2 〜 3 回動かしで、しん案内筒 
に正しく据わっでいるかを確かめでください。 

•じ么注意 I 燃焼筒が正しく据わっていないと、最巧から巧义ですす 
けで異常燃焼します。正しく据えがけでください。 

• しん、点义ブラグ（電極やその周国）及び電極板（先端部）び力ーボ 
ンや夕ールでちれでくると点乂しにくくなります。しんのを入れや掃 
除を巧っでください。 (10-11 ぺージ参照） 

• しんのま入れや掃除を巧っでを点乂しにくい場含は、乾電池が消耗し 
でいる可能性びあります。同じ種類の新しい単二形乾電池4個と交換 
しでください。 （5 ページ参照） 


■マツチ点义のしかた -聖池点义び使ぇなぃとき 

1•ガードを開いでください。 

2. しん調節つまみをち（燃焼）ち巧にゆっくり止まるまでまわし、しんをいっぱいに上げでください。 

3. 燃焼筒つまみを図のよラに持ち上げでマツチで点乂しでください。 

親 •マツチの燃えかすをしんげ近や置台の上に置かないでください。 

樹脂部分び焼損したり、义災や事故の原因になります。 

4. 燃焼筒をしん案内筒の上に静かに戻しでください。 

5. 燃焼筒つまみを持っで左ちに2〜3回動かし、燃焼筒の据わりを確かめでください。 

6. ガードを閉めでください。 

•巧めでご使巧になるときや、しんのま入れ、しんの交換、から焼きなどをしたときは、給'ぶ後20分が上放置しで、しんに十 
分な'庙びしみるまでおまちください。しんに十分の巧びしみないラちじ点乂すると、吸い上げ不定のため燃焼筒の巧熱不足 
び続くことびあります。このときは、いったん消乂し、20か总上放置後点乂しでください。 


炎の調節 


炎の調節はしん調節つまみで巧います。 



•炎や/ホ熱のが態を見なびら(:しんの下け'すぎ〕や(:しんの上げすぎ) 
の状態にならないよラに調節しでください。 


しん調節つまみ 

しん 

炎 

ち（燃焼）ち向にまわす 

上がる 

イ申びる 

左(消乂位置)方向にまわす 

下びる 

ルさくなる 



■がのが態 


X しんの下げすぎ 

〇正しい炎のがお 

X しんの上げすぎ 

1 

-1 1 1 L 

燃焼商の上部が黒い 

1 

■ 

燃焼筒び十かにホ熱し、 
燃焼筒上のおの巧びが 

3 cm が下 
n — ホ熱部分 


一 

燃焼筒上におが 3cm 
上伸びでいる 






















































5 .使箱方法 


•点乂を15〜20分たっで、部分的な炎の伸びや、燃焼筒のホ熱ムラびでるときは、燃焼筒つまみを持って左ちに軽く 2〜 
3回動かしでください。それでち炎か•がびできたら、しん調節つまみを左（消乂位置）方向へまわしで〔正しい炎の状態〕 
に調節しでご使用ください。 

•点乂後そのまま放っでおくと〔しんの上げすぎ〕のように炎が伸びで、すすや一酸化炭素び発をすることびあります。また 
〔しんの下【巧き〕のように燃焼筒のホ熱び不足しでいるが態で燃焼しますと、においや一酸化炭素び発をするばかりでな 
く、しんに力ーボンび巧着し、しん調節ち重くなります。このよラなときはしんのま入れをしでください。 （11 .12ぺ_ 
ジ参照） 


•しんを下げたが態から急激にしん調節つまみをち（燃焼）ち向へまわすと、_時のにおがイ申びでにおいや黒煙び出ること 
びあります。しん調節つまみをち（燃焼）ち向へまわすときは、おを見なびらゆっくり操作しでください。 

•換気扇•超音液如湿器などを使用すると、炎びピンク色になることびありますび、異常ではありません。 



■通常ミ肖义のしかた 

7 しん調節つまみを左 
(お义位置)ち向にまわす 



2 消义の《認をする 


•しん調節つまみを左(消乂位置)ち向にゆっくり止まるまでまわ 
し、しんをいっぱいに下げで消乂しでください。 

(しん調節つまみの突起び「消乂位置」になります。） 

•ストーブを巧したりしで消乂しないでください。 

♦ 3 〜5分で消乂します。 

• しん調節つまみを單くまねした時や、ル火力で使用しでからの消乂は、 
おび一瞬1申びることびありますので、炎び伸びないよラゆっくりまわ 
しで消乂しでください。 


参必す消乂の確認をしでください。 


■スピード消义のしかた 一 一緊急時の消义方法 

しん調節つまみで消乂することのできない緊急時にだけ使用しでくださし、。 


/スピ-ド獄ボタンを巧す 


•巧震自動消乂装置び作動し、しんび下びります。 
(しん調節つまみの突起び「消乂位置」に戻ります。） 


夕 



突起 

消义のお認をする 


•しん調節つまみの突起び「消乂位霞」に戻らないときは、房るまでし 
ん調節つまみををち巧へまねしきって消义しでください。 

• 通常消乂にくらぺで、消乂時のにおいび強くなります。 

•変質な油などでしんの上部に、夕ールなどか’さく巧着しでいると、ス 
ピード消乂ボタンを巧しでちしんび完全に下びりきらない（しん調節 
つまみの突起び「消义位劃に戻らない）で消乂しないことがあります。 
このよラなときはしんのま入れをしでください。 （11• 12ぺージ参照） 


•必す消乂の確認をしでください。 


■消义しなし、 ( しん調節つまみの突起び r 消义化置 J に戻らない > ときは •ぃ 

しん調節つまみをまわしでち、 スピー ド消义ボタンを押しでち、しんび下がらす消乂しないときは給ミをタンクを取 
り出し、乂び消える まで 燃焼 させで ください。 

このよラなときは、お買い求めの販売店又は、コ□ナお客様ご相談窓□にごホ目談ください。 

消乂後再点乂すると燃焼筒の温度び高くで、点乂しなかったり、においびします。 

燃焼筒び冷えるまで、 5分位待っでから点乂しでください。 



















巧が震 s 動消义装置 


強い地震や振動、衝撃を受けたとさは巧 震 自動消乂装置が'作動しで自動的に消乂します。 

しん調節つまみをち（燃焼）ち向にゆっくり止まる まで まわすことじより自動のに t ットされます。 

• 巧 霞 自動消乂装置は、 J にに定められた100〜200ガルの振動により作動するように 調整 しであります。 

従っでご使用中における弱い曰萬のな振動、傾刹では作動しません。 

•変質なミをなどでしんの上部に夕ールなどび多くが着しでいると、巧 霞 自動消乂 装置び 作動しでをしんび完まじ下びりきらな 
いで消乂しないことびあります。このよラなときはしんのま入れをしでください。 （11.12 ぺージ参照） 

•地 霞に よっで作動した場合は、周固の巧 燃 物、ス I ブの 損傷、 な油のあふれなど異常びないことを確認した後、再点乂し 
で < ださい。 


G 曰常の点お•手入れ 

点検•手入れは、消乂後ストーブ'が'十分おえでから、巧ってください。 

•巧震自動消乂装置を分解したり、ミ巧でふいたりしないでください。 

•しんの標準出寸潮ま 8.5 mm です。のったり、長く引き出したりしないでください。 
•燃焼筒を落としで、ガラスを割ったり、変おさせたりしないでください。 

• しん案内筒*給;巧タンク • 燃焼筒は変おさせないでください。 



点検箇所 

点検する内容 

処置方ま 


置 

心 

• '油漏れ-油のたまりやミをのにじ 
みびないか。 

•油のたまりや、ミをのにじみはふきとる。 

使 

給油タンク 

•油漏れのある場さは、お質い巧めの販売店に修理を 
の頼しで < ださい。 

用 

外観 

キャビネット、反射 
板、巧板、■台など 

•ほこりや活れびないか。 

•やわらかい巧でふきとる。 

(ベンジン、シン ナー 、クレンザーなどでふかないでください。） 

ご 

天 板 

• 化繊などのほこりび焼きついで 
いないか。 

• しめらせたやわらかい巧にクレンザーをつけでふきと 

と 

ストーブの周囲 

•可燃物びないか。 

•周囲を整理•清掃し、可燃物は取り除く。 


乾 

電池 

•点乂しにくくなったり、点乂時 
の「ピー」といラ放電音びかす 
れたり、とぎれることびないか。 

•同じ種類の新しい乾電池(単二お4個）と交換する。 


A 


点义時（通電時）に、点义プラグからは高電圧びおをします。 

点义ブラグに不用意に触れないでください。感電するおそれびあります。 
点検*ま入れをするときは、必す乾電池をはすしでから巧ってください。 


ち 


しん案内筒 


点乂プラヴ 
電極お 


回 


たいらの部分に燃えかすなどび 
たまつでいないか。 

>燃えかすなどびたまると燃焼筒 
の据わりを悪くしで、燃焼を阻 
害することびあります。 


• 点乂ブラグの電極やその周固あ 
るいは電極板び、力ーボンや夕 
ールで巧れでいないか。 

点义不良の原因になります。 ) 


カーボンやタール 



•燃焼筒をはすし、©ドライバーの先で燃えかすなどを 

ドライバ- 

• しんの先端をしん案内筒のた 
いらの部分にさわせ、燃えか 
すびみそに落ちないよラにを 
意しでください。 



> 燃焼筒をはすし、©ドライバーの先やブラシなどで力 
ー ボンや タールな どを取り除く。 


>逗爐や電極板をを 
おさせないでくだ 
さい。変おした場 
さは、お買い巧め 
の販売店に修理を 
依頼しで < ださい。 

>しんをほつれさせ 
ないで < ださい。 


-〈点乂部の関係ブを図>- 



巧極 


1mm 


しんの点乂部 


> 燃えかすなどび落ちでいないか。 
> ほつれでいないか。 


>燃えかすなどを取り除く。 

>ほつれをのる。 ^ 

燃えかす/ 


、ほ つれ 
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8 •曰常の点横-寺入れ 


点検箇所 


点検する内容 


処置方ま 


巧震自動 
消乂装置 

r 点検時は必す乾"！ 
電池を巧いてく 
ださい。 


r 作動具合！ 

• しんを上げ、置台の左側を前後 
に強く動かしたとさ、装置力す作 
動しで、しんび最後まで確実に 
下びるか。 


感震部、作動部を点検する。 

>燃焼筒と給ミをタンクを取り出し、しん調節つまみを巧レたあ 
と、キヤビネットの左ろ側面(下部)の比めねじ2本と後面の 
止めねじ2本をはすし、キャビネットを前ちに約45°傾け、 
そのまま引き抜いでください。 


r 感震部(ふ りこ、ベース )1 
•ごみ、異物、ほこりなどか’付着 
しでいないか。 


•やねらかい巧で、ごみ、 
異物、ほこりなどをきれ 
し、にふきとる。 
f キヤビネツトのはすしか 
たは、上記作動具含の処 
置方法参照 


恐霞部 


ふりこ 



r 作動部 (しん )I 
• しんの上下はスムーズか。 
•夕ールの巧着はないか。 


• しんのま入れをする。 (1 M 2ぺージ参照） 

•効果のない場合は、しんを交換する。 

(お買い求めの販売店又は、おおくのコロナお客様ごホ目談窓□に 
ごホ目談ください。） 


しん案巧筒 
パツキン 


•のびたり、のれたり、傷んでひ 
びび入つでいないか。 


•パッキンに、のび、切れ、ひびなどび入つでいた場合 
は交換する。 

(お買い求めの販売店又は、お近くのコ□ナお客様ごす目談窓□に 
ごホ目談ください。） 


■油 タンク巧（給'油タンク-固定タンク）の変質な巧や不純な油を取り除くとさは. 

•処置方を（义の気のないところで巧ってください） 

1 •スピード消义ボタンを}甲しで、巧霞自動消义装置を作動させでください。 

2.燃焼筒と給油タンクを取り出し、しん調節つまみを抜いたあと、キャビネッ 
卜 のをち側面(下部)の止めねじ2本と後面の止めねじ2本をはすし、キャビ 
ネットを前ち に 約 45" 傾け、そのまま引き巧いでください。 

3•オイルピンを巧り出しで、固定タンクののな油を図のよラにしで巧き取り、 

きれいな灯油で2〜3回洗ってください。 

4•油受けさらの属にたまっでいる水やごみは必す巧きれでふき取ってください。 

5•オイルピンをもとどおりピンびまっすぐ上を向くよラに取り付けでください。 

6•給ミをタンク巧ちきれいなな油で洗い、良質のななに交換しでください。 

しんのま入れちあわせで巧つでください。 （1 1 .12 ぺージ参照） 


給なポンブ 



しんの点検-ま入れ (月 1 回） 


変質な油や不純な油などでしんの上部に力ーボンや夕ールが'巧着し、不具含が'生じたとま 
(6 ページ参照）は、しんのま入れをしでください。 

H しんの手入れのしかた 

•しんの手入れをするときは、風のあたらない場所で巧ってください。 

風びあたると/ホ乂び出たり、異常燃焼の原因になり危険です。また、しんの手入れ中はにおいびしますので換気 
をしでください。 _ 

>タンク室から給油タンクを取り出しで 
ください。 


給がタンクを取り出す 


2 点义操作をする 



給油タンク 



>しん調節つまみをち(燃焼)ち向にゆっくり止まるまでまわし、 
しんをいつぱいに上げたあと点乂ボタンを軽く押しで点义しで 
ください。 

化しい炎の状態で燃焼させでください。 （8 ぺージ参照） 


3 そのままな巧びなくなつで、义力びルさくなるまで放置する 


月2回2力月に1回月1回しん交換時 






















































4 义力びルさくなったらしんを一巧に上げ、お义するまで燃焼させる 

• しんびかたくなっでいるときは、しんのま入れを2〜3回巧ってください。 

• しんご#入れをのご使用は、しんを一蚕下まで下げでから給油タンクをじットし、20分が上待ってしんに十分なミ巧びしみこ 
んでかり点乂しでください。 

しんに十分な;'宙がしみないうち(こ点乂すると、吸い上げ不足のため燃焼筒の巧熱不足び続くことがあります 


■次のよラなときは新しいしんと交換しでください。 (13 ページ参照) 



• しんのま入れを巧っでも力ーボンやタールびとれす、効果びないとき。 

• しんび水を含んでしまい、しんの上下操作び重くなったとき。 

•しんの上部が'消耗しで、ラすくなったり短くなったり、凹凸になっているとき, 

コしんについで 

• このストーブのしんは着乂しやすいよラに点乂部に切欠きびあります。 

• の欠き部分の繊維をほつれさせないでください。 


回定期点検 


長期間ご使用になりますと、機器の点横が'必要です。 

参2年に1回程度、シ_ズン終3後などにお貫い求めの販売店又は、修理資格者〔(お）曰本5油燃焼機器保守協含 
(TEL 03-3499-2928) で巧ラ技術管理講習舍修3蓄 （5 油機器技術管理±)など〕のいる店などじ点検依頼され 
ることをおすすめします。 


回«障-異常の見分け方と処置方法 


参次の表にちとづいで、お確かめください。 

•処置ちまにより処置しでち良くならないとさは、お買い求めの販売店にごホ目談ください。 


現 象 

原 因 \\ 

点 

乂 

し 

な 

い 

燃 

焼 

巧 

び 

巧 

巧 

し 

な 

い 

お 

が 

か 

た 

ぶ 

る 

に 

お 

い 

び 

す 

る 

巧 

乂 

や 

ス 

ス 

び 

出 

る 

お 

び 

大 

さ 

< 

な 

ら 

な 

い 

し 

ん 

上 

下 

操 

作 

び 

塞 

い 

し 

ん 

び 

下 

び 

ら 

な 

い 

しし 

まん 

ラび 

す 

ぐ 

下 

び 

つ 

で 

消 

乂 

し 

な 

い 

でな 
し、 夕 
るン 
のク 
にに 
消灯 
乂油 
すが 
る入 

乂 

の 

ま 

わ 

0 

び 

猩 

い 

処置ちま 

珍 

照 

ぺ 

I 

ジ 

指猫タンクに巧油がない 

參 

参 


• 


参 






• 

給油する 

6.7 

水、を黄な猫、不純の巧力<混入しでいる 

♦ 

参 

• 

参 

• 

参 

♦ 

• 


• 

• 

参 

給油タンク、固定タンク巧のミちをなさ、 
きれいな灯油で洗い、しんち交換する 

11.13 

しんに十分な巧びしみこまないラちに点 
乂した 

• 

• 


• 


• 






参 

給油後はしんを下げで 20 か上待ち、し 
んに十分な油びしみこんでから点乂する 

8 

しんの上げすぎ 



♦ 

• 

• 








正しい炎のが態になるよラにしんを調節 
する 

8.9 

しんの下けすぎ 


• 


参 


♦ 







燃焼商の据わりが惡い 



• 

♦ 

• 








燃焼筒つまみをちちに動かしで据わりを 
なおす 

8 

長時間閉めのった部屋で使用しでいる 


参 


• 


• 







窓をあけ、部屋の換気をする 

1 

しんにタールび巧をしでいる 

• 

• 

• 

• 


参 

参 

• 


• 


• 

しんのま入れ」をする 

11.12 

点乂ブラグの 巧 極や 巧 極化の巧れ.巧お 

♦ 












ちれは掃除、変形は販売店に依頼しで修理 

10-- 

点乂装坦のコネクタや再圧コードびはす 
れでいる 

• 












正しく差し込む又は、販売店に依頼しで 
すぐ修理する 

— 

乾 巧 池が圧しく入っでいない、消耗しで 
いる 

• 












©©を正しく入れる 
新しい乾谭ミ巧と交換する 

5 

燃焼茵部記のをお、破損 













新しい部品と交換する 

13 

風、振動を受けでいる 









• 




風の当たらない場所で使用する 
振動を受けないよラにする 

3 

しん上下俄巧び故巧しでいる 

• 






• 

参 


• 



販売店に依頼しですぐ修理する 

— 

給油タンクが入っでいない又は、確実に 
入っでいない 











• 


給油タンクを確実に入れる 

6 

巧®自動消乂装田びが睹しでいる 







下 

• 




販売店に依頼しですぐ修理する 

- 


•燃焼中や消乂後に、ときどき「ポコンポコン」といラ音びしますび、これは給油タンクから固定タンクへ0油び 
流出するときの音で異常ではありません。 
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部品交換のしかた 


♦ 「公注意 I 不完全な修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整が'必要な場さには、お買い求めの販売店又は、 
修理資格者〔(財)曰本石油燃焼機器保守協含で巧ラ按術管理講習甚修了者 （5 油機器技術管理±)など）のいる 


販売店にご相談ください。 

♦悼^部品交換は コロナ純正が品とご指定くださし、。 


しんの交換 


•しんの交換は、お買いホめの販売店又は、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□へ依頼されるこ 。 

とをおすすめします。 >う^み 

•しんは必す検査に含格または認証された「〕□ナ綿正しん SX - E 270 WYJ (ちのマークイ寸） 

をご使用ください。 または 

器具に適含しないしんや、粗悪なしんを使用しますと、性能を十分発揮できないばかりでな isSgf 
く 乂がや中毒の原因になります。 スク 

•しんの交換方まは、替えしんに同こんの「扫油燃焼機器用しん取扱説明書」に従ってください。 •" 


逆み 

じ^^ 

湖 J 


点义プラグ-電極板の交換 


、南乂プラグ•電極板の交換は、お買いずめの販売店又は、お近くのコ□ナお客様ごす目談窓□へご依頼ください。 


燃焼筒の交換 


•燃焼筒のガラスび割れたときは、お買いずめの販売店又は、お近くのコ□ナお客様ご相談窓□へご依頼ください。 


お電鄉(別売)の交換 


•乾電池を交換するとぎは、必す同じ種類の新しい単二形乾電池を4個使用しでください。 （5 ぺージ参照） 

田保管(長麵使用しなぃ場さ） 

おしまいになるときは、曰常の点検•ま入れの項を参照し、なの要領で保管しでください。 

1•給油タンク-固定タンク巧のな油を巧ま巧ってください。 （11 ぺ-ジ参照） 

•水、ごみなどを残したまま保管すると、さびや巧あさの原因になったり、しん上下不良の原因になるこ 
とちあります。 

参灯ミをを抜いたあとは、巧部をよく乾燥させでください。 

2•しんの手入れをしでください。 り112ぺ-ジ参照） 

3•必ずお電泡を取りはずしでください。 

4•巧部のごみやほこりを取ってください。 

•燃焼筒と給油タンクを取り出し、しん調節つまみをおいたあと、キャビネットの左ち側面(下部)の比め 
ねじ2本と後面の止めねじ2本をはすし、キャビネットを前ちに約45。傾け、そのまま引き抜いでくだ 
さぃ。 

5•ストーブのが観を掃除しでください。 （10 ぺ-ジ参照） 

6•巧震自動消义装置を作動させでください。 （1 1ぺ-ジ参照） 

7•包装箱に入れで、乾燥した場所にが平に保管しでください。 

♦ r 么ま意1 傾けたり、横倒しのがおでは絶巧に保管しないでください。 

• 取扱説明塞は、保証奮と巧に大切(こ保管しでください。 

♦巧シーズンにお使い【こなるときは、巧裝き動消乂装置の作動を2〜3回くりかえし、しんび最後まで下がることを確かめ 
でください。 
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旧仕様 


型 

な 

の 

呼 

び 

SX - E 270 WY 

種 




類 

しん式-放射お 

点 

乂 

ち 


iC 

高圧放電点乂〈単二形乾電池 （1.5 V ) 4個〉 

使 

用 

燃 


料 

な油 （ J に1号なミ由） 

燃 

料 

消 

費 

量 

0.279 L/h 

腰 

暖 

房 

出 


力 

2.67 kW (2,300 kcal / h ) 

油 

タン 

ク 

客 

ggl 

垂 

5.0 し 

燃 

焼継 

続 

時 

間 

約18.0時間 

標 

華 

適 


室 

木 造 11.5 m 2(7 置)まで 

コンク IJ — 卜 1.6.5 rrf (10 置）まで 

外 

お 

ブ 


ま 

高さ 467 mm 幅6 18 mm 奥行 324 mm (置台を含む） 

質 




1=1 

重 

9.3 kg 

し 


ん 

種 

類 

普通筒しん 

い 


呼びブま 

内径75圆層さ 2.8 mm ~ 

安 

全 

装 


置 

巧震白動消乂装置 


X 乾電池は別売です。同じ種類の新しい単二お乾電池を4個用意しでください。 


旧アフターサービス 


保証についで 


•このコ□ナ5巧 ストー ブには保証書び ついでい ます。「お買い上げ曰•販売店名」などの記入をお確かめの ラえ- 
販売店からお受けとりになり、大切に保管しでください。 

•保証期間はお買い上げいただいた曰から1年間です。 

•なのよラな原因による故障および事故につきましでは、保証の対象になりませんのでミ主意しでください。 
■変質な油や不純なミおなど、またな油必外の燃料使用による故障や事故。 

■誤った使用ち法による故障や事故。 


修理を依頼されるとき 


•本書の「故障•異常の見分けちと処置ちま」 （12 ページ参照）の頂にがって調べでち良くならないときは、お貫 
い求めの販売店又は、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 

•保証期間中であれば保証書の規定にがって無料修理させでいただきます。 

■保証期間か'過ぎでいるとさは ■補修用性能部品の保有期間 


• お買いホめの販売店にご相談ください。 

修理じよつで使用で含る製品についではお客様のご要望 
により有料修理いたします。 


•百;'をストーブの補修巧性能部品（機能を維持するために 
必要な部品）の保有期間は製造打ち切り後6年です。 


輸送時や運搬時に給油タンク.固定タンク巧にの油び残ったままですと、傾きや振動でな 
油びこぼれることびありますので、必す巧き取ってください。 
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広度巿ま佐南区巧团 3-27-20 〒731-0138 

広 S 巿安佐南区紙面 3-27-20 干731 -0 138 

岡山巿辰己 35-1 03 干700 -0976 

米寺市目夕美の 235-1 干 683-0035 

徳山巧徳山きーノ巧寺5631 -4 干 745-0882 


TEL (082)871-3310 
TEL (082 871-3315 
TEL (086)243-7751 

TEL (0 859 ) 3 3— 81 已 7 

TEL (0834)22-5567 


北海道地区 


東北地区 


関東地区 


信越 • 

化陸地区 


東海地区 


近畿. 
四国地区 


中国地区 


九州地区 


福岡巿博ぎ区東比恵 2-2-40 デ81 2-0007 

お栖巿酒な西の 638-1 0 干841 -0042 

北九州巿ルを北区愛着 2-6-4 干 803-0828 

鹿巧 a 巿田上 7-16-5 干 890-0034 

熊本巿尾ノ上 1-11-12 干 862-0913 

長崎県西彼件郡時津のち底鄉浜田 74- 1干851 -2 106 
宮崎巿巧島 3-59-2 干 880-0032 

大巧巿'海原 688-1 テ 870-0 107 


TEL (092)474-5771 (け表） 
TE しわ 942)81-39 15代表 
TEL (093)592-86 na ^^ 
TEL り99 281 -1321 ミ代ち 
TEL 096)367-736 バ代表 
TEL り 9 が 882 - 77 10げ表 
TE し(〇 985)29 — 168 〇代表 
TEU 097)523-516 パげおミ 


FAX (092)474-5775 
FAX か 942)81—39 18 
FAX り 93)592— 8666 
FAX 099 281-1252 
FAX 096 369-6323 
FAX 095)882-7767 
FAX 0985)25-0685 
FAX か 97)523—5162 


FAX(082)871-3306 
FAX(082)871-3306 
FAX(086)243-7191 
FAX(0859)23-0709 
FAX わ 834522 -5589 


：! ヒ区涅ま 8-4-8 〒114-0003 

北区豊富 8-4-8 〒 114-0003 

か戸巿爸原の '653-2 〒310 -0852 

千葉巿巧見" I 区得張本鄉 4-7-2 〒262-0033 

さいたま巿吉野町* 1-332-6 干 330-0031 

つくば巿谷田部 6788- 19 干 305-0861 

横お巧戸塚区原宿4 了目 7-1 3 干 245-0063 

横お巿戸塚区原宿 4 T 目 7-1 3 〒245-0063 

で jll 巿西砂町 1-66-1 3 千 190-0034 

中巨磨郡昭和の西を249 1-2 干 409-3866 

ち崎巿問屋 ET 西 1-3-22 〒 370-0007 

巧愤巿問屋の西 1-3-22 〒 370-0007 

き都き巿榮瀬町2313 〒321-0933 

太田巿ち林東の2375 〒373-0825 


了巳1_く〇 3 )39 27 — 115 1(代表) 
TEL ミ0353911 -11 31げ表 
TE しり 29 ) 241 - 2172 ミ代表 
TEL り435274 —11 2バ代表5 
TEL 04が651 -1231 如表5 
TEL ミ〇 298 ) 39 — 5325 ?代表5 

TEL (0 45 ) 852 — 4008くげ表) 
TE しの 45 5 852 - 48 〇 2 如表 S 
TEUO 425531 -677 パ代表 
TEL わ55た 68— 1567¢ 代鼓 

TEL (027)361-4806 a -^ a ) 
TEU 027 363-8955^ 代表 j 
TEL 028 632-51 
TEL か 276)38-657 パ代表 


FAX(03)3911-1121 
FAX ミ 0353927 -11 30 
FAX 029)241-4268 
FAX 043 274-1135 
FAX 048)651-6370 
FAX(0298)36-1913 

FAX(045)852-5540 
FAX 045)852-5540 
FAX 042)531-0496 
FAXfo 555268 —1569 

FAX(027)361-9139 
FAX(027)364-3228 
FAX(028)632-5205 
FAX か 276)38-5508 


云を巿巧浏 3-2-15 
云を巿東新保 3-38 
新漏巿江扇 1-6-41 
新瀉巿お江 180-1 
長野市大豆島 5312 
新丹巿上酉々送田100 
松本巿泻質 5824-2 

を巧巿駅西新 KM-1-25 
を巧巧駅西が町 1-1-2 已 
奋山市田中の 2-3-1 5 
福片巿巧田東 1-607 


;驚:離思機離::!1識輝機輝!撰::微 

〒950-0855 TEL わ 25) 如 6—91 3バ代表5 FAX (025)286-331 3 


干 950-0971 
干 : 381-0022 
干 944-0001 
于 399-0033 

千 920-0027 
干 920-0027 
干 930-0985 
于 91 8-8237 


TEL り25 28 1-4251 が表 
TEL (0 26 た 21 — 5111 (代巧 
TEL (0255)73-751 U ^ 
TEL か263た 6— 0051 ( げ讀 

TEL (0 76 ) 26 0-0 567 くげ表) 
TEU 076 S 260— 0038如表 S 
TEL り 76 ミ 444 —〇 567 ミ代表 
TEL 0776)23-0567(げ表 


FAX く 025)281—4252 
FAX 026)221-0039 
FAX(0255)72-5696 
FAX か 263525 -9961 

FAX(076)260-0775 
FAX 076 た 6 日 —07% 
FAX(076)444-0611 
FAX(0776)23-0580 


干003 -0028 
〒〇 03-0875 
〒〇 41-0824 
干 078-8262 

干 080-0022 

干 085-0052 
干 090-0064 


(代表 

FAX(( 

代表 

FAX ミ 1 

代表 

FAX(( 

げ表 

FAX(( 

げ表 

FAX ( 

げ表 

FAX{( 

げ表 5 

FAX(( 


-2000 


干 030-0946 
干030 -0946 
干010 -0917 
干031 -0073 
干03目-8086 
〒〇 20-0823 
于 023-0002 

干 983-0035 
干 983-0035 
門 63-8033 
T 990-24 13 
于 998-01 03 


TEL (017)742-8255( げ表） 
TEL 017わ 43-297 パげ表 
TEU 0 1 8)864-567 
TE しの1 78)24-5289 如表 S 
TEU 0 172 j 28 - 391 0如表 S 
TE しの 19 )お 2 - 479 パげ表 
TEUOl 97)22-4155 a - tg ) 

TE しののに 35-31 81(代表） 
TELく022口83-179バげ表5 
TEL の 24 ) 938 — 224 〇的表5 
TEL (0 2 が 642 - 3255 的教 
TEL (0 234 )31-057 バ代表5 


FAXC 017)742-8275 
FAX 017)743-6741 
FAX ミ01が 864-8468 
FAX り 178)45-4290 
FAXCOl 72)28-01 91 
FAX 019)622— 5244 
FAX (0197)22-4452 

FAX (022)236-8810 
FAX り 22)783—1792 
FAX (024)938-3021 
FAX り235642 —3254 
FAX ミ 0234)31—0581 


吹田巿南を田 1-8-47 
吹田巿南を田 1-8-47 
离松巿上福岡町20 15-3 
京都巿伏見区竹田中度町14 
姫路巿施磨区構 4-33 
彦根巿正る寺町南出78 
福知山巧和父巿町308 


〒 564-0044 
干 564-0044 
〒 760-0077 
〒 612-841 已 
干 672-8071 
于 522-0024 

干 620-0062 


TE しの 6)6380-2 り 1 ( げ表) 
TE しのが 6386 - 567 〇代表) 
TEL (087)835— 1711如表ミ 
TEU 075)643-2002( 代表) 
TE しの 792 ) 34 - 2911 代表 
TE し (0749 S 24— 6239的表 S 
TEL 0773 22-0827 巧勤 


FAX (06)6386-7262 
FAX 06)6386-5588 
FAX わ 87)835-01 60 
FAX (075)643-0870 
FAX り 792)34— 6109 
FAX (0749)26-2116 
FAX (0773)23-7592 


T455-0803 
T455-0803 
干 422-8034 
〒己 00-8233 
テ 514-0819 
干 410-0303 
=r 444-0007 


TEL 052)383-3330 代表） 
TE しか 52^384-5670 的表） 
TEL (054 に 38— 0005(代勤 
TEL ^ oss ) 247 — see ! く代表） 
TEL り59ミ 234-8471 的表） 
TEL (0 559 》 68 — 621 〇代表 

TEL (0564 25-0275 ra 


FAX 052)381-1266 
FAX 052)381-5244 
FAX 054)238-0006 
FAX ミ0585247 -5036 
FAX (059)234-8472 
- 3212 

1726 


徽臟纖二?? 


沖縄地区 


沖縄営業所浦添巿大平 392-1 


〒901-2113 TEU 098)879— 0677(代表） FAX (098)875-1674 


13501002 


あな•工場=を市東新保 7-7 干 955-85 10 

柏崎工場柏崎市宝の '2- 58 干94日-0817 

長岡工場長岡巿下条町詹ノ浦1069干 940- 1146 


TEL (0256)32-2111 (大代表） 
TEL (02 己 7)23-51 75(代表） 
TEL (0258)22-2 121(代表） 


お客様ご相談窓口一覽表 

修理サービスや製品についでのご相談は機種名をご確認の上、お買いあげの 
販売店または下記のご相談窓□にご依頼ください。 

ご輕居やご贈營品などでお困りの場合は、下記のおおくの窓□にご相談ください。 

名称、巧を地、電話番号は、変更する場合びありますのでご3承ください。 


店-巧巧所所店-所所店-巧巧 

%1; %業るが 

2$01 

京卜户窠宮^巧V府崎- 

京 浜 倾’， 

東東化千大〇横横立甲奋巧ぎ义 


裤 

W 都巧 


店I巧I所所巧店I所所 
夕‘夕 夕 

ミフ，"、ン棠業業ミ、叢 
支忆旨た § 

3営営 

矿掛越本'；^山な 
尺 

新 III 新新長上松ををま福 


蒙 

が荒； 

漏V東 v_ 

冀 


店-巧巧巧所所 

%震業游 

ス 1.1 含 


阪 


ビー 


_営営営営 




'サ松都路根知 
大大离一巧姬彥福 


店-所所所 
%窠窠 
営営営 

き 

A 山寺山 
涅 

広広岡米徳 


店ス所所巧所所巧 

VI 冀業震 

まサ営営 
ナ 営営営営 
巧口^涅 

本崎崎分 
福な北鹿熊長客大 


南も5 

§目計 

打打巧 W 

3碟4 

平米の南 j ^29 

区区硬川^の町 

5扫倍化に画ち 

白白西東西中美 

巧巿市市巿巿巿 

幌幌館 W 広お見 

化札函旭帯訓化 

店-所所所所巧 

夕 

を^業業業業業 

営営営営営 

鹿川広路見 

幌 

化化函化帯訓北 


三^ 

8 邮邮 

T ぶぶ 

點磯 ， J ^がが 

大大巧まトト H 野野卜の.-^ 

館館中市固 C <1 お城城田原町 

古古泉お田門水宮宮島南綻 

巿巿巿巧巿巧市巿市市市巿 

巧巧田戸前巧巧台台山お田 

青ま秋八弘盛が他仙郡山酒 


店-所所所所所 
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